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 徳島大学の生涯学習 
　　 

実績は日本一！ 
充実のラインナップ･････p.1 

「徳島に住んでいてよかった」と 
いわせる徳大だけのユニーク講座 
 
ホノルルマラソンを走ろう･････p.2 
  

空海と歩く････p.3 
 
市民ファーマー育成講座････p.4 
 

 

 最先端研究探訪[取材]･････p.5 
 総合科学部人間社会学科 

 矢野 剛 

 研究室へようこそ[取材]･････p.7 
 大学院 ソシオテクノサイエンス研究部 
 ライフシステム部門 

 谷 祐児 

 がんばれ徳大･････p.9 
 ＮＰＯ法人　自然スクールトエック代表 

 伊勢 達郎 

 先輩に続け･････p.10 
 厚生労働省医薬食品局審査管理課課長補佐 
 医学部医学科平成11年卒 

 森岡 久尚 

 サークル紹介[取材]･････p.11 

 フットサル部 

 ヘルスケア･････p.12 
 保健管理センター 

   
 

 海外体験記･････p.13 
  大学院ヘルスバイオサイエンス研究部　 
  咬合管理学分野 

 薩摩 登誉子 

 モンゴル訪問の３日間･････p .14 
  徳島大学長 

 青野 敏博 

 What's happening?･････p.15 
 工学部電気電子工学科１年次 

 金 栄現 キム・ヨンヒョン 

 魅力ある授業[取材]･････p.16 
 大学院ヘルスバイオサイエンス 
 研究部 口腔感染症学分野  

 三宅 洋一郎  

 読者の言葉･････p.15 -16 
 徳大ニュース･････p.17-18 
 行事予定 

  新聞報道にみる徳島大学･････裏表紙 
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Headline
■徳大と県開発の画像自動補正 民間処理ソフトに採用 
四国ＴＬＯ技術移転に成功[９．１、９．１４徳島、１１．２１朝日] 

■緑のカーテン最大３．５度涼 
～上板町の庁舎窓際ゴーヤー栽培実験～徳島大助教調査 
[９．２読売、徳島、９．３朝日、９．７毎日] 

■合唱コン全国大会へ出場～徳島大リーダークライス～[９．２朝日] 

■県内拠点病院に「徳島大」指定へ 
[９．６徳島：「周産期医療の広域連携体制発足」関連記事] 

■液状化の被害紹介～中越沖地震～徳大が現地調査結果報告[９．６徳島] 

■日本語学習成果 地域住民に披露 徳島大センター留学生 
[９．７、９．１１徳島、：「日本語研修コース修了式」関連記事] 

■家庭でできる防災対策紹介～被災経験者が講演～ 
[９．７徳島：総科２年小野綾子さんが講師務める] 

■「ごみゼロ」へイベント～小松島西高生と徳島大生～[９．１４、９．２４徳島] 

■徳大２８社全国１７位～大学発ベンチャー～四国最多で健闘［９．１５徳島] 

■レンコン畑に魚呼び戻せ～田代・徳島大助教が農家と協力～[９．１６朝日] 

■勝瑞城館ＣＧで復元 守護町勝瑞の町並みも～徳島大と藍住町～ 
発掘研究活用、忠実に来月１３日から一般公開[９．２１読売、徳島、日経] 

■起業意欲ある外部人材募る～徳大ベンチャーが新制度～[９．２１徳島] 

■来年４月とくしまマラソン 初心者向け練習講座 
～徳大開放実践センター来月７日開催～[９．２２徳島] 

■徳島大地域医療学分野を新設～県と連携来月から総合診療医育てる～ 
[９．２３徳島、９．２７読売、朝日、徳島] 

■糖尿病克服へ県民会議設立～県徳大病院の研究も支援～ 
[９．２５徳島、９．２７毎日、読売、徳島] 

■非常食製造法を独自開発 被災地でも調理ＯＫ 
～徳島大工学部建設工学科１年生グループ～[９．２７毎日] 

■詩が運ぶ元気～入院の４歳・日下遥ちゃんつづる～ 
伝わる優しさ患者感動 徳大病院展示[９．２８徳島] 

■徳島のひとづくり、ものづくり今年も連続講座 
～来月から徳大と阿波銀～[９．２８、１０．１９、１０．２４徳島] 

■「バルトの楽園」撮影の裏話披露～製作者、徳大で講演会～ 
[９．２９徳島、毎日] 

■最新環境技術パネルで紹介～徳大大学院フェス～ 
［９．２９徳島：「第７回エンジニアリングフェスティバル」関連記事] 

■新町川の将来像討議～徳大でシンポ～［９．３０徳島、読売、毎日] 

■地域医療センター開設～徳島大と県海部病院に～[１０．２徳島、読売] 

■剣山、３億１０００万年前は海底～山頂から魚類の化石～ 
徳島大教授発見 熱帯海域での地層形成[１０．３徳島] 

■抗菌商品を次々開発～高麗寛紀・徳島大大学院教授～[１０．３徳島] 

■理科の魅力を生物実験授業～徳島大で高校生に～［１０．３毎日] 

■がん治療専門職養成～徳島大学大学院研究部～ 
中四国８大学共同来春から治療レベル向上図る［１０．４徳島] 

■徳島大６位９大学が成果競う～日本拳法～ 
[１０．４徳島：「第３９回全国国公立大学選手権大会」関連記事] 

■徳島大自己点検で最高評価 

～国立大の中期目標業績システム導入で～[１０．６徳島] 

■「糖尿病治療に全力」県庁 
～徳大病院センター舟木教授が着任抱負～[１０．１１徳島、１０．１６読売] 

■徳島大「蔵本祭」「常三島祭」１１月２～４日[１０．１４、１０．１９徳島] 

■目の異常早期発見を～診断や治療機械進化～ 
[１０．１４徳島：「目の健康教室」で医学部眼科佐藤助教が講演] 

■徳大が準優勝～ソフトボール四国地区大学秋季大会～[１０．１６徳島] 

■徳大の取り組み「目的ほぼ達成」～文科省、評価結果公表～ 
[１０．１７徳島：「魅力ある大学院教育イニシアティブ」関連記事] 

■腸内細菌８割が未知 徳大など調査 
～菌の構成家族でも「他人なみ」～[１０．１９徳島] 

■今日から一般に公開 徳島大薬用植物園[１０．２３徳島、１０．２４朝日、毎日] 

■中心市街地在り方を研究来年度、行政に提言 
～高齢者が住みよい「まち」は？ 
近く徳島市でアンケート～徳大大学院など産学共同  

■徳大医学部生地域医療研究へサークル～福祉施設訪れ研修 
利用者から聞き取りなど課題や解決策探る～［１０．２４徳島] 

■スイスのマラソン５０人全員完走徳大開放実践センター 
[１０．２５徳島：講座「ローザンヌマラソンを走ろう」関連記事] 

■素朴な響きで親近感 
～阿波弁を広めよう 徳島大学仙波教授がアドバイス～ 
[１０．２７徳島：「第２２回国民文化祭・とくしま２００７」関連記事] 

■国際規格に成果反映～ソシオテクノサイエンス研究部 伊坂教授～ 
[１０．３０徳島：「電気保安功労者経済産業大臣賞受賞」関連記事] 

■徳島大病院に禁煙専門外来 
～がん予防の観点で来月開設～[１０．３０徳島] 

■医療機器寄贈へバザー徳島大生らの国際交流団体 
～来月の大学祭カンボジアの病院支援～[１０．３１徳島] 

■「水都・徳島、その繁栄の軌跡」 
～徳大総合科学部 桑原恵教授が講演～ 
[１１．２徳島：「おどる国文祭」関連記事] 

■心臓移植の現状を学ぶ～徳大専門医招き講演～[１１．２徳島] 

■「はんごろし」学園祭で販売 徳大と那賀町 
～物騒な商品名･･･実は伝統のおはぎ～[１１．３徳島] 

■徳島合唱団銀賞～全日本合唱コン～徳大は銅賞［１１．１１朝日] 

■音楽による不安緩和女性ホルモンが作用  
徳島大マウス実験[１１．１６徳島] 

■モザンビークで医療支援徳大病院・内藤准教授 
来夏 白内障治療や臨床指導[１１．２０徳島] 

■平成１９年度 医学教育等関係業務功労者 文部科学大臣表彰 
[１１．２４読売：徳大病院の三崎満子さん受彰] 

■徳島大留学生がミカン狩り体験 勝浦[１１．２６徳島] 

■がんフォーラム徳島２００７「早期発見・治療が重要」 
～講演・討論で対処法学ぶ～[１１．１１、１１．１８、１１．２６徳島] 

■迷路にゲーム家族連れ、歓声 
～徳島大で「こどもまつり」～[１１．２６徳島] 

■医学科など「後期」廃止 
～徳島大が募集要項「推薦２」５人を地域枠～[１１．２９毎日、徳島] 

■今夏の竜巻被害 徳島市で報告会 
[１１．２９徳島：徳大環境防災研究センターと徳島地方気象台主催] 

■森林再生など討議 
～徳島大学公開セミナー 市民ら８０人参加～ 
[１１．３０徳島：総科「環境科学教育フォーラムｉｎ徳島」関連記事] 
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